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管理栄養士養成課程（新卒） 7,702 6,320 82.1
管理栄養士養成課程（既卒） 2,145 320 14.9
栄養士養成課程（既卒） 10,076 1,427 14.2











　資格試験の分野では、医歯薬系の客観的臨床能力試験Objective Structured Clinical 





























































































































































































































































































2 8 IgGは5量体である。 × 194 「5量体」ではなく、「＿＿＿」 単量体 2011
2 9 筋収縮は、ミオシンの短縮によって起こる。 × なし
「ミオシンの短縮」
ではなく、「アクチ
ンの＿＿＿＿」
滑り込み 2011
10．e-ラーニングシステムの実際
　具体的に例を挙げながら、見ていくことにする。
　まず、ログイン画面では、あらかじめ各学生に通知しておいた学籍番号とパスワードを
入力する（資料9）。トップメニュー画面では、国家試験問題のうち過去5年分、過去10年分
のいずれか、あるいは、過去に本学で開催された模擬試験問題を選択する（資料10）。次に、
分野別出題かランダム出題を選択する。ここで、分野別出題を選択した場合、国家試験ガ
イドラインにならった分野を表示し、希望の分野を選択する（資料11）。最後に、過去に正
解した問題を出題しないようにするには「履歴あり」を、そうでない場合には「履歴なし」を
選択する。このようにして、学生は自分の方向性に合った問題を選択することができる。
　例えば、「核酸は、リン酸化合物である。」という問題文が与えられたとする。これは、○
を選択すると正解となる。正解した場合でも、関連分野を少し教科書で確認したい学生に
は、内容が記載されている教科書のページ番号を表示するようにしている（資料12）。不正
解の場合は、当然のことながら、正確な内容を確認するために同様にページ番号を表示し
て、正解を見つけ出し、○を入力してから、次の問題へ進むことができる。次に、「脂肪酸
のβ酸化は、細胞質ゾルで行われる。」という問題文が与えられたとする。今度は、×を選
択すると正解となる。○を選択すると、不正解なので、前述のように教科書を確認しなけ
ればならない。×を選択すると正解であるが、次画面で「それではどこがどう間違ってい
ますか」という文章が表示され、「細胞質ゾル」ではなく「______」という課題文が与えられる
（資料13）。ここで、解答をキー入力する。正解「ミトコンドリア」をキー入力すると「正解
です」と表示され次の問題に移るが、不正解だと「不正解です」と表示され、教科書の何頁
を見なさいというように、教科書での確認へと誘導される。正解するまで入力画面が続く
ことになる。どうしても分からないときは、正解表示をクリックすれば解答が表示される
ので、それを入力すれば先へと進むことができる（資料14）。最終的に、当日の取り組みを
終了した場合には、当日の全体および分野別の取り組み問題数と正答数、分野別正答率、
問題別取り組み結果が表示される（資料15）。
　次に、管理者モードを見てみよう。
　管理者モードでは、資料16のように、個々の学生の取り組みの進捗状況がわかる。また、
問題別の正答率が表示されるため、正答率の低い問題を選んで、学生の弱点を把握するこ
とができる（資料17）。これらのことで、学生の取り組みに対する励ましや弱点分野にしぼっ
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た効率的な解説などが可能になる。
資料9．ログイン画面
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資料11．分野別出題
資料12．正解画面
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資料13．課題文画面
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管理栄養士国家試験対策生化学分野e-ラーニングシステムの開発 241
資料15．終了画面
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資料16．管理者モード（利用状況）
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資料17．管理者モード（問題別正答率）
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11．おわりに
　1期生の国家試験への取り組みを見ていくつかの課題点を感じ、その解決策を提示した。
将来の有能な管理栄養士の育成のために、健康栄養学科の学生の日常の教育においては、
専門分野の深い理解の上に立ち、他の分野との横断的、あるいは包括的理解をできる学士
力を育成する必要があることに疑う余地はない。しかし、管理栄養士の資格を得るための
国家試験問題は必ずしもその力を問えているものではない。たとえば、生化学的に重要で
ある事柄の理解というよりもむしろ、基本的知識に加えて教科書にも載っていないような
特殊な事柄も覚えなければならないのが現実である。本システムが、確かな学士力を持っ
た上で、国家試験にも耐えうる人材の育成の一助となることを期待してやまない。
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